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(57)【要約】
【課題】不均一トレースを含むチャンネルを通じて表示
装置、回路基板及びトレースから伝送されるクロック信
号の質を向上させることのできる表示装置、回路基板及
びトレースを提供する。
【解決手段】複数の第１の部分と、第１の部分に交互に
直列に接続され、第１の部分の幅とは異なる幅を有する
複数の第２の部分と、を備え、受信機の入力に接続され
るトレース、回路基板及び表示装置。なお、複数の第１
の部分のうちの第１の部分の幅は、第１の部分の第１の
端部から第１の部分の第２の端部まで一定であり、複数
の第２の部分のうちの第２の部分の幅は、第２の部分の
第１の端部から第２の部分の第２の端部まで一定である
。
【選択図】図２



(2) JP 2015-128289 A 2015.7.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイと、
　前記ディスプレイに接続される送信機と、
　前記送信機に接続される受信機と、
　前記送信機と受信機との間に接続されるトレースと、
を備え、
　前記トレースは、
　複数の第１の部分と、
　前記第１の部分に交互に直列に接続され、前記第１の部分の幅とは異なる幅を有する複
数の第２の部分と、を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、前記第１の部分の第１の端部から前
記第１の部分の第２の端部まで一定であり、
　前記複数の第２の部分のうちの第２の部分の幅は、前記第２の部分の第１の端部から前
記第２の部分の第２の端部まで一定であることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、前記複数の第２の部分のうちの第２
の部分の幅よりも小さく、
　前記第１の部分の幅は、前記第１の部分の第１の端部から前記第１の部分の第２の端部
に向かって増加し、前記第２の部分の幅は、前記第２の部分の第１の端部から前記第２の
部分の第２の端部に向かって増加することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、前記複数の第２の部分のうちの第２
の部分の幅よりも大きく、
　前記第１の部分の幅は、前記第１の部分の第１の端部から前記第１の部分の第２の端部
に向かって減少し、前記第２の部分の幅は、前記第２の部分の第１の端部から前記第２の
部分の第２の端部に向かって減少することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記トレースは、複数の周期的な形状を含み、
　前記複数の周期的な形状の各々は、前記複数の第１の部分のうちの一つの部分及び前記
複数の第２の部分のうちの隣り合う一つの部分を含み、前記複数の周期的な形状の各々の
長さが互いに等しいことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　送信機に接続される第１の端末と、
　受信機に接続される第２の端末と、
　前記第１の端末と前記第２の端末との間に接続されるトレースと、
を備え、
　前記トレースは、
　複数の第１の部分と、
　前記第１の部分に交互に直列に接続され、前記第１の部分の幅とは異なる幅を有する複
数の第２の部分と、を備えることを特徴とする回路基板。
【請求項７】
　前記複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、前記第１の部分の第１の端部から前
記第１の部分の第２の端部まで一定であり、
　前記複数の第２の部分のうちの第２の部分の幅は、前記第２の部分の第１の端部から前
記第２の部分の第２の端部まで一定であることを特徴とする請求項６に記載の回路基板。
【請求項８】
　前記複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、前記複数の第２の部分のうちの第２
の部分の幅よりも小さく、
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　前記第１の部分の幅は、前記第１の部分の第１の端部から前記第１の部分の第２の端部
に向かって増加し、前記第２の部分の幅は、前記第２の部分の第１の端部から前記第２の
部分の第２の端部に向かって増加することを特徴とする請求項６に記載の回路基板。
【請求項９】
　前記複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、前記複数の第２の部分のうちの第２
の部分の幅よりも大きく、
　前記第１の部分の幅は、前記第１の部分の第１の端部から前記第１の部分の第２の端部
に向かって減少し、前記第２の部分の幅は、前記第２の部分の第１の端部から前記第２の
部分の第２の端部に向かって減少することを特徴とする請求項６に記載の回路基板。
【請求項１０】
　前記トレースは、複数の周期的な形状を含み、
　前記複数の周期的な形状の各々は、前記複数の第１の部分のうちの一つの部分及び前記
複数の第２の部分のうちの隣り合う一つの部分を含み、前記複数の周期的な形状の各々の
長さが互いに等しいことを特徴とする請求項６に記載の回路基板。
【請求項１１】
　複数の第１の部分と、
　前記第１の部分に交互に直列に接続され、前記第１の部分の幅とは異なる幅を有する複
数の第２の部分と、
を備え、受信機の入力に接続されることを特徴とするトレース。
【請求項１２】
　前記複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、前記第１の部分の第１の端部から前
記第１の部分の第２の端部まで一定であり、
　前記複数の第２の部分のうちの第２の部分の幅は、前記第２の部分の第１の端部から前
記第２の部分の第２の端部まで一定であることを特徴とする請求項１１に記載のトレース
。
【請求項１３】
　前記複数の第１の部分及び前記複数の第２の部分の各々は、四角形の形状を有すること
を特徴とする請求項１２に記載のトレース。
【請求項１４】
　前記複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、前記複数の第２の部分のうちの第２
の部分の幅よりも小さく、
　前記第１の部分の幅は、前記第１の部分の第１の端部から前記第１の部分の第２の端部
に向かって増加し、前記第２の部分の幅は、前記第２の部分の第１の端部から前記第２の
部分の第２の端部に向かって増加することを特徴とする請求項１１に記載のトレース。
【請求項１５】
　前記複数の第１の部分及び前記複数の第２の部分の各々は、台形の形状又はある適切な
形状を有することを特徴とする請求項１４に記載のトレース。
【請求項１６】
　前記複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、前記複数の第２の部分のうちの第２
の部分の幅よりも大きく、
　前記第１の部分の幅は、前記第１の部分の第１の端部から前記第１の部分の第２の端部
に向かって減少し、前記第２の部分の幅は、前記第２の部分の第１の端部から前記第２の
部分の第２の端部に向かって減少することを特徴とする請求項１１に記載のトレース。
【請求項１７】
　前記第１の部分及び第２の部分の各々は、台形の形状又はある適切な形状を有すること
を特徴とする請求項１６に記載のトレース。
【請求項１８】
　複数の周期的な形状をさらに含み、
　前記複数の周期的な形状の各々は、前記複数の第１の部分のうちの一つの部分及び前記
複数の第２の部分のうちの隣り合う一つの部分を含み、前記複数の周期的な形状の各々の
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長さが互いに等しいことを特徴とする請求項１１に記載のトレース。
【請求項１９】
　前記複数の第１の部分の各々は四角形の形状を有し、前記複数の第２の部分の各々は四
角形の形状を有し、前記第１の部分の幅は前記第２の部分の幅よりも小さいことを特徴と
する請求項１８に記載のトレース。
【請求項２０】
　前記周期的な形状の各々は、台形の形状又はある適切な形状を有することを特徴とする
請求項１８に記載のトレース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置、回路基板及びトレースに係り、さらに詳しくは、不均一トレース
を含むチャンネルを通じて表示装置、回路基板及びトレースから伝送されるクロック信号
の質を向上させることのできる表示装置、回路基板及びトレースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　チャンネル損失は、電気的な信号を数Ｇｂｐのデータ伝送速度で長距離伝送するときの
主な制限要素のうちの一つである。現存する解決策は、有限インパルス応答フィルタ（Ｆ
ＩＲ）、連続時間線形等化器（ＣＴＬＥ）及び判定帰還型等化器（ＤＦＥ）などの送信機
内の等化方式及び受信機チップに焦点を合わせている。しかしながら、このようなチップ
レベルの解決策はプロセス中技術に依存することになり、相対的に高い電力消耗を有して
いる他、プロセス、電圧及び温度（ＰＶＴ）コーナーにおいて性能の変動を示すことにな
る。
【０００３】
　上記の背景技術に開示されている情報は、単に本発明の背景への理解を高めるためのも
のであり、したがって、当該分野における通常の知識を有する者にとって周知の従来の技
術を構成しない情報を含む場合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上記従来の技術における問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目
的は、受信された信号の質を高めるためのデータチャンネルを有する表示装置、回路基板
及びトレースを提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態による表示装置は、ディスプレイと、ディスプレイに接続される送信
機と、送信機に接続される受信機と、送信機と受信機との間に接続されるトレースと、を
備え、トレースは、複数の第１の部分と、第１の部分に交互に直列に接続され、第１の部
分の幅とは異なる幅を有する複数の第２の部分と、を備えることを特徴とする。
【０００６】
　好ましくは、複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、第１の部分の第１の端部か
ら第１の部分の第２の端部まで一定であり、複数の第２の部分のうちの第２の部分の幅は
、第２の部分の第１の端部から第２の部分の第２の端部まで一定である。
【０００７】
　また、好ましくは、複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、複数の第２の部分の
うちの第２の部分の幅よりも小さく、第１の部分の幅は、第１の部分の第１の端部から第
１の部分の第２の端部に向かって増加し、第２の部分の幅は、第２の部分の第１の端部か
ら第２の部分の第２の端部に向かって増加する。
【０００８】
　さらに、好ましくは、複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、複数の第２の部分
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のうちの第２の部分の幅よりも大きく、第１の部分の幅は、第１の部分の第１の端部から
第１の部分の第２の端部に向かって減少し、第２の部分の幅は、第２の部分の第１の端部
から第２の部分の第２の端部に向かって減少する。
【０００９】
　さらに、好ましくは、トレースは、複数の周期的な形状を含み、複数の周期的な形状の
各々は、複数の第１の部分のうちの一つの部分及び複数の第２の部分のうちの隣り合う一
つの部分を含み、複数の周期的な形状の各々の長さが互いに等しい。
【００１０】
　本発明の他の実施形態による回路基板は、送信機に接続される第１の端末と、受信機に
接続される第２の端末と、第１の端末と第２の端末との間に接続されるトレースと、を備
え、トレースは、複数の第１の部分と、第１の部分に交互に直列に接続され、第１の部分
の幅とは異なる幅を有する複数の第２の部分と、を備えることを特徴とする。
【００１１】
　好ましくは、複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、第１の部分の第１の端部か
ら第１の部分の第２の端部まで一定であり、複数の第２の部分のうちの第２の部分の幅は
、第２の部分の第１の端部から第２の部分の第２の端部まで一定である。
【００１２】
　また、好ましくは、複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、複数の第２の部分の
うちの第２の部分の幅よりも小さく、第１の部分の幅は、第１の部分の第１の端部から第
１の部分の第２の端部に向かって増加し、第２の部分の幅は、第２の部分の第１の端部か
ら第２の部分の第２の端部に向かって増加する。
【００１３】
　さらに、好ましくは、複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、複数の第２の部分
のうちの第２の部分の幅よりも大きく、第１の部分の幅は、第１の部分の第１の端部から
第１の部分の第２の端部に向かって減少し、第２の部分の幅は、第２の部分の第１の端部
から第２の部分の第２の端部に向かって減少する。
【００１４】
　さらに、好ましくは、トレースは、複数の周期的な形状を含み、複数の周期的な形状の
各々は、複数の第１の部分のうちの一つの部分及び複数の第２の部分のうちの隣り合う一
つの部分を含み、複数の周期的な形状のの各々長さが互いに等しい。
【００１５】
　本発明のさらに他の実施形態によれば、トレースは、複数の第１の部分と、第１の部分
に交互に直列に接続され、第１の部分の幅とは異なる幅を有する複数の第２の部分と、を
備え、受信機の入力に接続されることを特徴とする。
【００１６】
　好ましくは、複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、第１の部分の第１の端部か
ら第１の部分の第２の端部まで一定であり、複数の第２の部分のうちの第２の部分の幅は
、第２の部分の第１の端部から第２の部分の第２の端部まで一定である。
【００１７】
　また、好ましくは、複数の第１の部分及び複数の第２の部分の各々は、四角形の形状を
有する。
【００１８】
　さらに、好ましくは、複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、複数の第２の部分
のうちの第２の部分の幅よりも小さく、第１の部分の幅は、第１の部分の第１の端部から
第１の部分の第２の端部に向かって増加し、第２の部分の幅は、第２の部分の第１の端部
から第２の部分の第２の端部に向かって増加する。
【００１９】
　さらに、好ましくは、複数の第１の部分及び複数の第２の部分の各々は、台形の形状又
はある適切な形状を有する。
【００２０】
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　さらに、好ましくは、複数の第１の部分のうちの第１の部分の幅は、複数の第２の部分
のうちの第２の部分の幅よりも大きく、第１の部分の幅は、第１の部分の第１の端部から
第１の部分の第２の端部に向かって減少し、第２の部分の幅は、第２の部分の第１の端部
から第２の部分の第２の端部に向かって減少する。
【００２１】
　さらに、好ましくは、第１の部分及び第２の部分の各々は、台形の形状又はある適切な
形状を有する。
【００２２】
　さらに、好ましくは、複数の周期的な形状をさらに含み、複数の周期的な形状の各々は
、複数の第１の部分のうちの一つの部分及び複数の第２の部分のうちの隣り合う一つの部
分を含み、複数の周期的な形状の各々の長さが互いに等しい。
【００２３】
　さらに、好ましくは、複数の第１の部分の各々は四角形の形状を有し、複数の第２の部
分の各々は四角形の形状を有し、第１の部分の幅は第２の部分の幅よりも小さい。
【００２４】
　さらに、好ましくは、周期的な形状の各々は、台形の形状又はある適切な形状を有する
。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　上述した本発明の実施形態の側面およびその他の側面は、これらの例示的な実施形態を
添付図面を参照して詳細に説明することにより、当該分野の通常の技術を有する者にとっ
て一層明確になる。
【００２６】
【図１】本発明の一部の実施形態による表示装置の動作の観点からの不均一トレース構造
の応用の例を例示する図である。
【図２】本発明の一部の実施形態による装置間に信号を伝送するためのデータラインを概
略的に例示する構成図である。
【図３Ａ】本発明の一部の実施形態により、図２に示すデータライン内に組み込まれる様
々な不均一トレース構造を例示する平面図である。
【図３Ｂ】本発明の一部の実施形態により、図２に示すデータライン内に組み込まれる様
々な不均一トレース構造を例示する平面図である。
【図４】本発明の一部の実施形態による前記不均一トレースを有するチャンネルを介して
受信機により受信された信号と、不均一トレースを有さないチャンネルを介して受信され
た信号とを比較するグラフである。
【図５】本発明の一部の実施形態による前記不均一トレースを有するチャンネルを介して
受信機により受信された類似の任意のデータシーケンスと、不均一トレースを有さないチ
ャンネルを介して受信機により受信されたデータシーケンスとを比較するグリッドを示す
図である。
【図６】本発明の実施形態による、種々に変化する周期的な形状の長さを有する不均一ト
レースの反射性スペクトルを例示するグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施形態を示す添付図面を参照して本発明の実施形態をより完全に説明
する。
【００２８】
　以下、添付図面を参照して本発明の例示的な実施形態をさらに詳しく説明する。ここで
、類似の参照番号は、この明細書の全体にわたって類似の要素を示す。しかしながら、本
発明は様々な他の形態に具体化可能であり、この明細書において例示する実施形態にのみ
限定されるものであると見なされてはならない。むしろ、ここで紹介する実施形態は、開
示した内容を徹底した且つ完全なものにし、更に、当該分野における通常の知識を有する
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者に本発明の思想を十分に伝えるために提供するものである。したがって、当該分野にお
ける通常の知識を有する者が本発明の側面及び特徴を完全に理解する上で不要であると認
められる過程、要素及び技術に関する本発明の一部の実施形態については説明されない。
特に断りのない限り、類似の参照符号は、添付の図面と記述された説明の全体に亘って類
似の要素を示し、したがって、これについての説明は省略する。図中、要素、レイヤー及
び領域の相対的な大きさは明確性のために誇張されている。
【００２９】
　「第１」、「第２」、「第３」などの用語が本明細書において各種の要素、構成成分、
領域、レイヤー及び／又は部分を説明するために使用されているが、これらの要素、構成
成分、領域、レイヤー及び／又は部分がこれらの用語により限定されるものではないと理
解されるべきである。これらの用語は、ある要素、構成成分、領域、レイヤー又は部分を
他の要素、構成成分、領域、レイヤー又は部分と区別するために使用されたものである。
したがって、本発明の思想及び範囲を逸脱しない限り、後述する第１の要素、構成成分、
領域、レイヤー又は部分は、第１の要素、構成成分、領域、レイヤー又は部分と記述され
る。
【００３０】
　「下」、「下部」、「上」、「上部」などのように空間的に相対的な用語は、この明細
書において図面に例示するある要素又は特徴が他の要素又は特徴と有する関係を容易に説
明するために使用可能である。これらの空間的に相対的な用語は使用中又は動作中の装置
の図示の配置だけではなく、他の配置までも含むものであると理解されるべきである。例
えば、図面の装置がひっくり返される場合、他の要素又は特徴の「下方」又は「下」にあ
ると記述された要素又は特徴は、前記他の要素の「上方」又は「上」に位置する。このた
め、例示的な用語「下」は、上方及び下方を両方とも含む。なお、装置は他の方向に配置
可能であり（例えば、９０°又は他の方向に回転）、この明細書において使用された前記
空間的に相対的な用語はこれにより解釈されなければならない。これらに加えて、ある要
素又はレイヤーが２つの要素又はレイヤー「の間」にあると参照される場合には、これは
２つの要素又はレイヤーの間にある唯一の要素又はレイヤーであるか、あるいは、中間に
介入する一つ以上の要素又はレイヤーが存在する。
【００３１】
　この明細書において使用された用語は、特定の実施形態を説明するためのものに過ぎず
、本発明を制限するために意図されたものではない。この明細書において使用される単数
形の「一つ」、「前記」などの用語は、文脈上において明らかに他の意味を有さない限り
、複数形まで含むように意図されたものである。また、「備える」及び／又は「有する」
などの用語がこの明細書において使用された場合には、上述した特徴、数字、段階、動作
、要素及び／又は構成要素が存在することを規定するが、一つ以上の他の特徴、数字、段
階、動作、要素、構成要素及び／又はこれらの群の存在又はこれらの追加を排除するもの
ではないと理解されるべきである。この明細書において使用される用語「及び／又は」は
、関連付けて列挙された項目の一つ以上の組み合わせをいずれも含む。「一つ以上の」な
どの表現が要素の一覧の前にある場合には、要素の全体の一覧を修飾するものであり、一
覧の個別的要素を修飾するものではない。なお、本発明の実施形態を説明するに当たって
、「してもよい」などの表現を使用することは、「一つ以上の本発明の実施形態」を示す
。なお、「例示的」などの表現は、例又は例示を示すために使用されたものである。
【００３２】
　要素又はレイヤーが他の要素又はレイヤーの「上」にあるか、あるいは、これにより「
接続された」又は「結合された」と参照される場合には、このような要素又はレイヤーは
前記他の要素又はレイヤーに直接的又は間接的に「接続された」又は「結合された」もの
であるか、あるいは、一つ以上の中間に介入された要素又はレイヤーが存在するものと理
解されるべきである。しかしながら、要素又はレイヤーが他の要素又はレイヤーの「上に
存在」するか、あるいは、これにより「直接的に接続された」又は「直接的に結合された
」と参照される場合には、中間に介入された要素又はレイヤーが存在しない。
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【００３３】
　この明細書において使用された全ての用語（技術的な用語および科学的な用語を含む）
は、別途に断りのない限り、本発明が属する技術分野において通常の知識を有する者が一
般に理解するものと同じ意味を有する。通常的に使用される辞書において定義された用語
もまた、これと関連する技術分野及び／又はこの明細書における文脈上一貫した意味を有
するものと理解されるべきであり、この明細書において明らかにそのように定義されない
限り、理想的にまたは過度に形式的な意味として解釈されてはならない。
【００３４】
　本特許出願は２０１３年１２月５日付けで出願され、タイトルが「改善された電気的な
信号の伝送のための格子状の金属構造（Ａ Ｇｒａｔｉｎｇ-Ｌｉｋｅ Ｍｅｔａｌ Ｓｔｒ
ｕｃｔｕｒｅ ｆｏｒ Ｉｍｐｒｏｖｅｄ Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）」
である米国仮出願第６１／９１２，４７２号に対する優先権を主張し、これに伴う利益を
受けることを希望し、前記出願の全体的な内容は本明細書に参照として取り込まれている
。
【００３５】
　図１は、本発明の一部の実施形態による表示装置の動作の観点からの不均一トレース構
造の応用の例を例示するものである。
【００３６】
　図１を参照すると、表示装置１００は、タイミングコントローラー１１０と、スキャン
ドライバー１２０と、データドライバー１３０及びディスプレイ領域１４０内の複数のピ
クセルＰｘを備える。前記複数のピクセルＰｘの各々は、スキャンラインＳＬ１～ＳＬｎ
とデータラインＤＬ１～ＤＬｊとが交差する個所において、スキャンラインＳＬ１～ＳＬ
ｎ及びデータラインＤＬ１～ＤＬｊの各々に接続される。ここで、ｎは正の整数であり、
ｊは正の整数である。スキャン信号がスキャンラインＳＬ１～ＳＬｎのうちの各々の一つ
を介してスキャンドライバー１２０から受信されるとき、前記複数のピクセルＰｘの各々
は、各々のデータラインＤＬ１～ＤＬｊのうちの一つを介してデータドライバー１３０か
らデータ信号を受信する。
【００３７】
　前記タイミングコントローラー１１０は、外部ソース（例えば、タイミングコントロー
ラーの外部）からイメージ信号Ｉｍａｇｅ、同期信号Ｓｙｎｃ及びクロック信号ＣＬＫを
受信する。前記タイミングコントローラー１１０は、イメージデータＤＡＴＡ、データド
ライバー制御信号ＤＣＳ及びスキャンドライバー制御信号ＳＣＳを生成する。前記同期信
号Ｓｙｎｃは、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ及び水平同期信号Ｈｓｙｎｃを含む。
【００３８】
　前記タイミングコントローラー１１０は、データライン１５０（例えば、データライン
、データ経路、データバスなど）のうちの各々の一つを介して前記データドライバー１３
０及び前記スキャンドライバー１２０に結合（例えば、接続）される。前記タイミングコ
ントローラー１１０は、データライン１５０のうちの各々の一つを介してイメージデータ
Ｄａｔａ及びデータドライバー制御信号ＤＣＳをデータドライバー１３０に送信し、スキ
ャンドライバー制御信号ＳＣＳを前記スキャンドライバー１２０に送信する。本発明の実
施形態によるデータライン１５０の各々は、下記の図２から図３Ｂを参照して説明するデ
ータライン２５０の構造と同一又は実質的に同一の構造を有する。
【００３９】
　図２は、本発明の実施形態による装置間に信号を伝送するためのデータライン（例えば
、図１に示すデータライン１５０）の例を概略的に例示する構成図である。
【００４０】
　図２を参照すると、回路又は回路基板２００は、送信機２１０と、受信機２２０及び前
記送信機２１０を前記受信機２２０に結合する（例えば、接続する）データライン２５０
を備える。前記回路基板２００は、例えば、プリント回路基板（ＰＣＢ）又は可撓性プリ
ント回路基板（ＦＰＣＢ）のように適切ないかなる回路構造も含むが、本発明がこれに限
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定されることはない。
【００４１】
　前記データライン２５０は、送信機２１０から受信機２２０に信号（例えば、電気信号
）を送信するためのチャンネル２５２及び受信機２２０の入力に接続されたチャンネル２
５２の部分に隣り合う（又は、これに配置された）不均一トレース２５４（例えば、格子
状の構造を有する不均一トレース）を備える。以下、図３Ａ及び図３Ｂを参照して詳しく
説明されるように、前記不均一トレース２５４は、特定の周波数（例えば、所定の周波数
）においてチャンネル２５２を介して受信機２２０の入力に伝搬される信号の反射を向上
（例えば、選択的に向上）させる。
【００４２】
　前記不均一トレース２５４は、反射を調節し、且つ、受信機２２０の入力のＤＣバイア
スを設定するための抵抗器Ｒ２で終了する。前記抵抗器Ｒ２は、チャンネル２５２のイン
ピーダンスと同一又は実質的に同一のインピーダンス値を有し、前記受信機２２０の入力
は、図２に示すように、終了せずに残留する場合がある。しかしながら、本発明はこれに
何ら限定されるものではない。例えば、前記抵抗器Ｒ２のインピーダンスは、適切なイン
ピーダンスであればよく、また、前記受信機２２０の入力は受信機チップ内において終了
してもよい。例えば、前記抵抗器Ｒ２のインピーダンスは、不均一トレース２５４の好適
な反射特性に基づいて実験的に決定されてもよい。前記受信機２２０の入力が受信機チッ
プ内において終了する場合、前記不均一トレース２５４の反射特性は、受信機チップ内の
抵抗器Ｒ２のインピーダンス値及び終了する入力のインピーダンス値の互いに異なる様々
な組み合わせにより細かく調整される。
【００４３】
　図３Ａ及び図３Ｂは、本発明の一部の実施形態により、図２に示すデータライン２５０
内に組み込まれている様々な不均一トレース構造２５４を例示する平面図である。
【００４４】
　図３Ａ及び図３Ｂに示すように、前記不均一トレース２５４は、複数の周期的な形状ｒ
１～ｒ４を含む。周期的な形状の数は、反射される周波数の大きさを決定する。例えば、
より多数の周期的な形状を用いることで、伝送される信号の共鳴ピークを増加させる。図
３Ａ及び図３Ｂにはｒ１～ｒ４の周期的な形状が示されているが、本発明はこれに何ら限
定されるものではなく、周期的な形状の数は、回路基板２００内の使用可能な物理的な空
間の大きさだけではなく、反射された周波数のピークと周波数の長さとの間の所望の割合
の深さに応じて変更される。
【００４５】
　図３Ａを参照すると、一部の実施形態において、ｒ１～ｒ４の周期的な形状の各々は、
長さΛ（例えば、物理的な長さ）及び長さΛに垂直な方向への複数の幅を有する。このた
め、各周期的な形状に対して、前記不均一トレース２５４の周期的な形状の幅は、長さΛ
に沿う方向の異なる部分において変化している。一部の実施形態において、周期的な形状
ｒ１～ｒ４の各々の長さΛは互いに同一又は実質的に同一であるが、本発明はこれに何ら
限定されない。
【００４６】
　一実施例によれば、ｒ１～ｒ４の各周期的な形状は、第１の部分３０１ａと、前記第１
の部分３０１ａの反対側の第２の部分３０３ａ及び前記第１の部分３０１ａと前記第２の
部分３０３ａとを結合する（例えば、接続するか、あるいは、これらの間に位置する）中
間部分３０２ａを含む。
【００４７】
　第１の部分３０１ａの幅Ｗ１は、第２の部分３０３ａの幅Ｗ２とは異なる（例えば、Ｗ
１はＷ２よりも小さい）。第１の部分３０１ａの幅Ｗ１は、前記第１の部分３０１ａの第
１の端部から第１の部分３０１ａの第２の端部まで一定又は実質的に一定であり、前記第
２の部分３０３ａの幅Ｗ２は、前記第２の部分３０３ａの第１の端部から第２の部分３０
３ａの第２の端部まで一定又は実質的に一定である。しかしながら、本発明はこれに何ら
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限定されない。
【００４８】
　一部の実施形態において、複数の第２の部分は、複数の第１の部分と交互に直列に接続
される。例えば、前記第２の周期的な形状ｒ２の第１の部分３０１ａは、前記第１の周期
的な形状ｒ１の第２の部分３０３ａに接続され、接続される各周期的な形状の第１の部分
３０１ａは、それに続く各々の周期的な形状の第２の部分３０３ａに接続されて前記不均
一トレース２５４を形成する。
【００４９】
　一部の実施形態において、前記第１の部分３０１ａは、４つの直角及び４つの辺を有す
る四角形の形状を有する。互いに平行な２つの辺は第１の方向に延在し、幅Ｗ１と同じ高
さを有する。互いに平行な２つの辺は第２の方向に延在し、第１の長さλ１と同じ長さを
有する。前記第１の長さλ１は、幅Ｗ１よりも大きい。前記第１の方向は幅Ｗ１の方向に
延びており、前記第２の方向は長さΛの方向に延びている。しかしながら、本発明はこれ
に何ら限定されるものではなく、例えば、前記四角形の形状は、直角を有さない四角形の
形状及び／又は４つの辺の長さが互いに同じ四角形の形状を含む。
【００５０】
　一部の実施形態において、前記第２の部分３０３ａは、４つの直角及び４つの辺を有す
る四角形の形状を有する。互いに平行な２つの辺は第１の方向に延在し、幅Ｗ２と同じ高
さを有する。互いに平行な２つの辺は第２の方向に延在し、第２の長さλ２と同じ長さを
有する。前記第２の長さλ２は幅Ｗ２よりも大きい。しかしながら、本発明はこれに何ら
限定されるものではなく、例えば、前記四角形の形状は、直角を有さない四角形の形状及
び／又は４つの辺の長さが互いに同じ四角形の形状を含む。
【００５１】
　一実施形態において、前記第１の長さλ１は、前記第２の長さλ２と同一又は実質的に
同一である。しかしながら、本発明はこれに何ら限定されるものではなく、前記第１の長
さλ１は前記第２の長さλ２よりも小さくてもよく、あるいは、前記第１の長さλ１は前
記第２の長さλ２よりも大きくてもよい。
【００５２】
　前記中間部分３０２ａは、一つ以上の幅が変化する位置を含む。すなわち、本発明の一
部の実施形態によれば、前記中間の部分３０２ａは、幅が変化する一つ以上の段階的な部
分を含むが、図３Ｂを参照して後述するように、本発明はこれに何ら限定されない。
【００５３】
　一部の実施形態において、前記中間部分３０２ａは、第１の部分３０１ａの幅Ｗ１及び
第２の部分３０３ａの幅Ｗ２が接続される長さΛ方向の一部である。
【００５４】
　図３Ａは、第１の部分３０１ａの幅Ｗ１が第２の部分３０３ａの幅Ｗ２よりも小さい場
合を示しているが、本発明はこれに何ら限定されるものではなく、特定の適用に対して正
の反射又は負の反射のうちのどちらかが要求されるかによって、第１の部分３０１ａの幅
が第２の部分３０３ａの幅よりも大きい場合もある。例えば、前記第２の部分３０３ａの
幅Ｗ２よりも前記第１の部分３０１ａの幅Ｗ１の方が大きい場合、周期的な形状における
反射（例えば、周期的な形状の第１の端部における反射）は負の反射であり、これに対し
、前記第２の部分３０３ａの幅Ｗ２よりも前記第１の部分３０１ａの幅Ｗ１の方が小さい
場合、周期的な形状における反射（例えば、周期的な形状の第１の端部における反射）は
正の反射である。
【００５５】
　以下、本発明の他の実施形態による不均一トレース構造２５４について図３Ｂを参照し
て説明する。図３Ｂを参照すると、本発明の他の実施形態によれば、ｒ１～ｒ４の各々は
、長さΛ（例えば、物理的な長さ）及び前記長さΛに直交する方向への複数の幅を有する
。このため、各周期的な形状に対して、前記不均一トレース２５４の周期的な形状の幅は
長さΛ方向に沿って徐々に（例えば、連続的に）変化する。一部の実施形態において、周
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期的な形状ｒ１～ｒ４の各々の長さΛは互いに同一又は実質的に同一であるが、本発明は
これに何ら限定されない。
【００５６】
　一実施形態によれば、周期的な形状ｒ１～ｒ４の各々は、第１の部分３０１ｂ、第１の
部分３０１ｂの反対側の第２の部分３０３ｂ及び前記第１の部分３０１ｂと前記第２の部
分３０３ｂとを結合（例えば、接続するか、あるいは、これらの間に存在する）する中間
部分３０２ｂを含む。第１の部分３０１ｂの幅Ｗ３は、第２の部分３０３ｂの幅Ｗ４とは
異なる（例えば、Ｗ３はＷ４よりも小さい）。
【００５７】
　一部の実施形態において、前記複数の第２の部分は、前記複数の第１の部分と交互に直
列に接続される。例えば、前記第２の周期的な形状ｒ２の第１の部分３０１ｂは前記第１
の周期的な形状ｒ１の第２の部分３０３ｂに接続され、接続される各周期的な形状の第１
の部分３０１ｂは、それに続く各々の周期的な形状の第２の部分３０３ｂに接続されて不
均一トレース２５４を形成する。
【００５８】
　一部の実施形態において、前記第１の部分３０１ｂは、前記第１の部分３０１ｂの第１
の端部から第１の部分３０１ｂの第２の端部に向かって増加する幅を有し、前記第２の部
分３０３ｂは、前記第２の部分３０３ｂの第１の端部から第２の部分３０３ｂの第２の端
部に向かって増加する幅を有する。しかしながら、本発明はこれに何ら限定されるもので
はなく、例えば、前記第１の部分３０１ｂは、前記第１の部分３０１ｂの第１の端部から
第１の部分３０１ｂの第２の端部に向かって減少する幅を有し、前記第２の部分３０３ｂ
は、前記第２の部分３０３ｂの第１の端部から第２の部分３０３ｂの第２の端部に向かっ
て減少する幅を有する。
【００５９】
　一部の実施形態において、前記第１の部分３０１ｂは台形であり、前記第２の部分３０
３ｂは台形である。しかしながら、本発明はこれに何ら限定されるものではなく、前記第
１の部分３０１ｂ及び第２の部分３０３ｂはある適切な形状（例えば、三角形、ダイヤモ
ンド形、円形状など）を有する。例えば、前記周期的な形状が三角形を有する場合、前記
第１の部分３０１ｂは三角形であってもよく、前記第２の部分３０３ｂは台形であっても
よい。前記周期的な形状が円形状を有する場合、前記第１の部分３０１ｂは半円形状であ
ってもよく、前記第２の部分３０３ｂは半円形状であってもよい。
【００６０】
　一部の実施形態において、前記第１の部分３０１ｂは、幅Ｗ３を有する長さΛ方向の一
部である。
【００６１】
　一部の実施形態において、前記第２の部分３０３ｂは、幅Ｗ４を有する長さΛ方向の一
部である。
【００６２】
　一部の実施形態において、前記中間部分３０２ｂは、幅が変化する一つ以上の箇所を含
む。すなわち、本発明の一部の実施形態による前記中間部分３０２ｂは、幅が連続的に又
は徐々に変化する一つ以上の部分を含むが、本発明はこれに何ら限定されない。
【００６３】
　一部の実施形態において、前記中間部分３０２ｂは、前記第１の部分３０１ｂから前記
第２の部分３０３ｂに延在する。前記中間部分３０２ｂは、前記第１の部分３０１ｂから
前記第２の部分３０３ｂに向かって徐々に（例えば、連続的に）増加する第１の傾斜部を
有し、前記第１の部分３０１ｂから前記第２の部分３０３ｂまで徐々に（例えば、連続的
に）増加する第２の傾斜部を有する。前記第１の傾斜部は、長さΛ方向と平行な幅Ｗ３と
幅Ｗ４との間の中間点を横切る軸に対する前記第２の傾斜部のミラーイメージ（鏡像）で
あるが、本発明はこれに何ら限定されない。
【００６４】
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　図３Ｂは、第１の部分３０１ｂの幅が第２の部分３０３ｂの幅よりも小さい場合を示し
ているが、本発明はこれに何ら限定されるものではなく、特定の適用に対して正の反射又
は負の反射のうちどちらが要求されるかによって、第１の部分３０１ｂの幅が第２の部分
３０３ｂの幅よりも大きい場合もある。例えば、前記第２の部分３０３ｂの幅よりも前記
第１の部分３０１ｂの幅の方が大きい場合、周期的な形状における反射（例えば、周期的
な形状の第１の端部における反射）は負の反射であり、これに対し、前記第２の部分３０
３ｂの幅よりも前記第１の部分３０１ｂの幅の方が小さい場合、周期的な形状における反
射（例えば、周期的な形状の第１の端部における反射）は正の反射である。
【００６５】
　図３Ａに示すように、ｒ１～ｒ４の各周期的な形状の幅は、ｒ１～ｒ４の各周期的な形
状の長さΛ方向に沿って一つ以上の部分において急変する。図３Ｂに示すように、ｒ１～
ｒ４の各周期的な形状の幅は、各周期的な形状の長さΛ方向に沿って複数の部分に亘って
徐々に（例えば、連続的に）変化する。また、図３Ａは、互いに異なる幅Ｗ１、Ｗ２を有
する２つの長方形の形状を含むｒ１～ｒ４の各周期的な形状を示し、図３Ｂは、幅Ｗ３か
ら幅Ｗ４まで幅が徐々に（例えば、連続的に）増加する単一の台形を含むｒ１～ｒ４の各
周期的な形状を示す。しかしながら、幅が変化する方法及び形状又は周期的な形状は、各
周期的な形状内の長さΛ方向に沿って、一つ以上の部分において幅が変化する各周期的な
形状において反射が起きればよく、このような方法に何ら限定されない。例えば、前記周
期的な形状は、周期的な形状の幅が長さΛに沿う方向に一つ以上の部分において変化する
ある適切な形状（例えば、三角形、星形、ダイヤモンド形、円形状など）も含む。
【００６６】
　したがって、前記不均一トレース２５４は複数の周期的な形状を含み、各周期的な形状
は、長さ及び長さ方向に沿った異なる箇所における複数の幅を含む。
【００６７】
　以下において詳細に説明するように、信号がチャンネル２５２を介して伝搬されるとき
、前記信号は不均一トレース２５４によって特定の周波数において反射される。すなわち
、前記不均一トレース２５４のｒ１～ｒ４の各周期的な形状は、周期的な形状の長さΛ及
び可変の幅に応じて特定の周波数において信号を反射する。このため、可変の幅を有する
周期的な形状をその長さΛに応じて調節することにより、他の周波数における反射を低減
または最小化しながら、特定の周波数における強い反射が向上するように各周期的な形状
における反射が結合される。
【００６８】
　したがって、均一なトレースとは異なり、可変の幅を有する前記複数の周期的な形状を
有する前記不均一トレース２５４は、多重経路反射信号の補強干渉を通じて特定の周波数
において強い反射を引き起こす。例えば、低い周波数よりむしろクロック速度に近い周波
数における信号の反射が大幅に向上する場合、その反射によって受信された信号の全般的
な品質は向上する。
【００６９】
　ｒ１～ｒ４の各周期的な形状からの個別的な反射が互いに位相関係をなす場合、下記式
１により定義される周波数ｆにおける不均一トレース２５４のピークの全体の反射が起こ
る。
【００７０】
【数１】

【００７１】
　式中、Λは、各周期的な形状の物理的な長さであり、ｖｅｆｆは、各周期的な形状にお
ける有効信号の伝搬速度であり、ｎは０以上の整数である（ｎ≧０）。
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【００７２】
　したがって、図４及び図５を参照してさらに詳しく説明するが、図２、図３Ａ及び図３
Ｂに示すように、前記不均一トレース２５４を有する前記チャンネル２５２は、送信機２
１０から伝送される正のクロック信号及び任意のデータシーケンスに対して不均一トレー
スを有さないチャンネルと比較して、受信機２２０で受信される信号の質を向上させる。
【００７３】
　図４及び図５は、本発明の一部の実施形態による前記不均一トレースを有する回路基板
上の受信機によって受信される信号と、不均一トレースを有さない回路基板上にの受信機
によって受信される信号と、を比較するグラフである。
【００７４】
　図４及び図５を参照すると、一部の実施形態において、例えば、５Ｇｂ／ｓで動作する
差動リンクに対して８０％を超える改善が達成される。回路基板上の従来のチャンネルは
６００ｍｍの長さを有し、前記不均一トレースは、各々の周期的な形状が３６ｍｍの長さ
を有する４つの周期的な形状を含む。
【００７５】
　図４は、不均一トレース（点線）を有さない回路基板上の受信機によって受信された２
．５ＧＨｚのクロック信号と、本発明の一部の実施形態による不均一トレース（実線）を
有する回路基板上の受信機によって受信された２．５ＧＨｚクロック信号と、を示すもの
である。図４に示すように、不均一トレース２５４を有する回路基板上の受信機によって
受信された信号が、不均一トレースを有さない回路基板上の受信機によって受信された信
号に比べて改善された利得（例えば、さらに大きい振幅）を有することが分かる。
【００７６】
　図５は、５Ｇｂｐｓの疑似ランダムビットシーケンス（ＰＲＢＳ）に対して不均一トレ
ース（灰色の領域）を有さない回路基板上の受信機によって受信されたデータシーケンス
と、本発明の実施形態による不均一トレース（黒色の領域）を有する回路基板上の受信機
により受信されたデータシーケンスと、のグリッドを示すものである。図５に示すように
、不均一トレースを有さない受信機によって受信された信号に対するグリッドの開口部が
有する高さＨ２に比べて、不均一トレース２５４を有する受信機によって受信された信号
に対するグリッドの開口部が有する高さＨ１の方がさらに大きいことが分かる。
【００７７】
　図６を参照してさらに後述するように、信号の反射は、特定の周波数における周期的な
形状の長さΛに応じて向上する。
【００７８】
　図６は、本発明の実施形態による、多様に変化する周期的な形状の長さΛを有する不均
一トレースの反射性スペクトルを例示するグラフである。
【００７９】
　図６は、例えば、約４．０の誘電率及び約０．０２の誘電正接を有する標準ＦＲ４等級
の物質上に製造された差動マイクロストリップトレースの反射性スペクトルを示すもので
ある。ケース１（点線）は、約３６ｍｍの周期的な形状の長さΛを有し、ケース２（直線
）は、約１８ｍｍの周期的な形状の長さΛを有する。各々の不均一トレースは４つの周期
的な形状を有し、例えば、図３Ａに示すものとほとんど同じ２つの長方形状を有する。前
記第１の部分は前記第２の部分よりも小さい幅を有し、約１００Ωの差動インピーダンス
を有する。前記第２の部分は前記第１の部分よりも大きい幅を有し、１００Ω未満の差動
インピーダンスを有する。しかしながら、前記第１及び第２の部分の差動インピーダンス
はこれに何ら限定されるものではなく、前記第１及び第２の部分の差動インピーダンスは
いかなる適切な差動インピーダンスにも設定可能である。例えば、前記第１及び第２の部
分の適切な差動インピーダンスは、厳格なチャンネルシミュレーションにより決定される
。
【００８０】
　図６に示すように、一部の実施形態において、可変の幅を有する前記不均一トレース２
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る。例えば、約３６ｍｍの周期的な形状の長さΛを有するケース１においては、２．５Ｇ
Ｈｚ、７．５ＧＨｚ、１２．５ＧＨｚなどの周波数において最大の反射が起こるのに対し
、他の周波数においては小さい反射又は最小限の反射のみが起こる。また、これに対し、
約１８ｍｍの周期的な形状の長さΛを有するケース２においては、５ＧＨｚ、１５ＧＨｚ
などの周波数において最大の反射が起こるのに対し、他の周波数においては小さい反射又
は最小限の反射のみが起こる。したがって、周波数の選択的な反射パターンは、可変の幅
を有する不均一トレース２５４の周期的な形状の長さΛに応じて向上する。
【００８１】
　このように、本発明の一部の実施形態において、チャンネル損失は、受信機チップの入
力付近に不均一トレース２５４を有するように回路基板上の従来のチャンネルを変更する
ことで、送信機チップや受信機チップにさらなる回路を追加しなくても補償可能である。
前記不均一トレース２５４は、各々の長さ及び長さ方向の一部において変化する幅を有す
る複数の周期的な形状を含む。各周期的な形状は、他の周波数には小さい反射又は最小限
の反射を引き起こし、特定の周波数においてチャンネルを介して伝搬される信号を選択的
に反射し、これにより全般的には当該周波数の信号を増幅させる。したがって、受信機チ
ップにより受信される信号の質は、受信機チップの入力において選択された周波数に対す
る反射を強調することにより向上する。
【００８２】
　本発明が例示的な実施形態と結び付けられて説明されたが、当該分野における通常の知
識を有する者であれば、本発明の思想及び範囲を逸脱しない限り、種々の変更及び修正が
記述された実施形態に対して加えられるということが認識できる。また、様々な分野にお
ける通常の知識を有する者であれば、この明細書において記述された本発明が他の応用分
野における他の作業及び適応の過程において解決策を提示可能であるということが認識で
きる。本出願人の意図は、この明細書の特許請求の範囲を通じて、このような応用のため
の本発明の使用と、本発明の思想及び範囲を逸脱しない限り、この明細書において開示の
目的で選択された本発明の例示的な実施形態に加えられるこのような変化及び修正を含む
ものである。本発明の例示的な実施形態はあらゆる面において例示的なものであり、制限
的ではないものと見なされるべきであり、本発明の思想及び範囲は、添付の特許請求の範
囲及びこれらの均等事項により開示される。
【符号の説明】
【００８３】
１００:表示装置
１１０:タイミングコントローラー
１２０:スキャンドライバー
１３０:データドライバー
１４０:ディスプレイ領域
１５０:データライン
２００:回路基板
２１０:送信機
２２０:受信機
２５０:データライン
２５２:チャンネル
２５４:トレース
３０１ａ、３０１ｂ:第１の部分
３０２ａ、３０２ｂ:中間部分
３０３ａ、３０３ｂ:第２の部分
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